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「アガペ」（題字・伊藤博胤）

日本社会事業大学同窓会北海道支部【（２０１４年７月１８日発行 第８号】

（事務局・仁木町大江２-４５７大江学園内 ０１３５－３２－３６６２）

秋季セミナー＆日社大市民公開セミナーの骨格決まる
１．日程

１１月２日（日）

１４：３０ 「はこだて社会福祉フォーラム」受付

１５：００ フォーラム開始（別掲）

１７：４５ フォーラム終了

・ バスにて移動

１９：００ 交流会

・ 社大関係者（青森支部にも呼びかけ）、その他関係者

１１月３日（月、文化の日）

０９：００ 「はこだての家 日吉」視察

・ その後、函館西地区、函館山等見学

１２：００ 昼食

・ 次期開催地の決定

１３：３０ 解散

２．費用（予定）

＊ 宿泊８０００円、宴会費６０００円、その他４０００円

３．その他

＊ １日目及び２日目ともに、ＪＲ時刻に合わせ、開始及び終了時刻を設定しています。

＊ セミナー２日目の見学先として、今回の随想執筆者である和泉さんの視聴覚障がい者用共同住宅

「はこだての家 日吉」を予定しています。

秋季セミナーの開催要綱については、参加申込書も含めて、９月に発送予定です。
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「はこだて社会福祉フォーラム」
～住民の生活課題とその求められる対応～

１．日時及び場所

・ ２０１４年１１月２日（日）１５：００～１７：４５

・ 函館市総合福祉センター５Ｆ多目的ホール（函館駅より徒歩１０分）

２．主催及び共催

・ 主催＝日本社会事業大学、本学同窓会、同窓会北海道支部

・ 共催＝函館市

・ ほかに、協賛、後援等を検討、依頼中

社会福祉随想 その４

視聴覚障がい者用共同住宅「はこだての家 日吉」の設立と今後
ユニバーサルホーム函館をつくる会理事長 和泉森太（学部１４期）

２０１０（平成２２）年春、視覚障がい者らとともに、慣れ親しんだ函館に住み続ける

ために、勉強会を週１回ペースで始めました。そのうち、聴覚障がい者の団体も参加を申

し出ることになりました。私自身は一参加者として加わっていましたが、将来NPO法人

を作るべく、任意団体を結成することとなり、代表を引き受けたものです。

当初は老人ホームを作るような内容から始まりました。しかし、介護保険の制約により

市民の介護保険料がこのことにより引き上げられることが判りましたので、方向転換を図

り、共同住宅を作ることにしたのです。大枠で参加者の了解が得られましたから、家賃を

どうするかが次の議題になりました。基本的には、障害基礎年金の範囲内に収めることで

意見の一致を見たところです。

同年５月に設立総会をやり、継続して諸々の課題を検討して来ました。任意団体の代表

として以後の方向性を確かなものとするため、数多く議論を重ねました。

２０１１（平成２３）年９月に、「特定非営利活動法人」として認定を受け、翌年に国

土交通省住宅局の「高齢者・障害者・子育て世帯等居住安定化推進事業補助金」により、

総工費約３億円の事業費のうち、補助額１割の約３千万円の申請に成功しました。事業の

内容を審査して「先進的事業」と評価されたのです。北海道の事業は、特に土木・建築関

係では単年度での完了は困難であり、２０１２（平成２４）年度と翌年度の２カ年計画も

承認が得られました。

２０１３（平成２５）年６月に着工し、１０月には内覧会を実施しました。その後の手

直しを経て１１月２０日に竣工。１２月より入居者を受け入れました。

「視聴覚障害者専用共同住宅」として運用を始めて半年が過ぎようとしています。残念

ながら十分な宣伝が行き渡らないのと、サービス付高齢者住宅も建設ラッシュで増加をた

どり、利用者の奪い合いの様相を呈しておりました。このため当初は利用申し込みが低迷

していました。定員の６割を超えたのは６月に入ってからのことです。５月のＵＨＢテレ

ビ「石井ちゃんが行く」という番組やＮＨＫ教育テレビ「ろうを生きる、難聴を生きる」

で紹介されたからです。またＮＨＫラジオ第二放送の「聴いて聞かせて」では、渋谷の放

送センターまで出向き出演してきました。
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これらの放送により、反響があり、栃木県那須塩原市から入居者がありましたし、東京

都多摩市、大阪市、滋賀県草津市、北九州市などからも問い合わせがありました。メディ

アの反響は電話やＦＡＸなどで、直ぐに反応が現れたところです。また先日には、陸前高

田市の市議会議員の一行が視察に来ました。「東日本大震災」の被災地です。この震災で

の障害者の置かれた状況は悲惨だったと伝えられています。

さて、７月には入居率が７０％を超える見通しとなっています。予約状況では９月を過

ぎれば８０％を超える見通しです。

入居者の今後については、ある程度落ち着けば面談をして、当法人の方向性を示すこと

にしています。基本的には入居者本人の主体性の下に、以後の人生を設計され、他者に干

渉されることなく生活を成り立たせるよう支援して行く方針です。

入居者のサービスについて、可能な限り提供できるものは提供します。他方、介護保険

や障害者総合支援法で公的サービスが利用できる場合には、利用者（入居者）自身の判断

で利用の是非を判断してもらうようにしています。共同住宅（アパート）に過ぎないので、

デイ・サービス等余力の無い状況では展開が困難で、事務的にも人員が裂けないというこ

とと、それらは既存のサービスで補えると考えたからです。

このことは、住宅建設以前から議論の中で強調してきたことなので、スタッフの理解が

及ぶものと考えていました。しかし、実際にはなかなか十分には浸透しているとは言い難

いものがあります。働く人たちを確保するため、「手話通訳者」、「同行援護従業者（ガイ

ドヘルパー）」の養成研修を、２０１０（平成２２）年から開始し、既にいずれの関係者

も２０名以上養成を果たしているところです。研修中にも、法人の理念を強調してきまし

た。ただ、この養成研修を経ていない方々がなかなか馴染んでいただけないところに課題

があります。

スタッフは現状では１０数名で、ローテーションを組むこともなかなか困難です。賃金

については、職員、パート労働者には最低賃金以上の報酬を保証し、地元の状況からも十

分な対応が出来ていると思っています。基本的人権を尊重するのは当然のことですが、理

解が及ぶのは並大抵のことではありません。ある意味、働く人たちも入居している人たち

も置かれた状況を認識するところまでは至っていないことも考えられるのです。

住み慣れた地元を「終の棲家」として確保するという原点ともいうべき事柄と、抑圧さ

れたこれまでの人生と向き合い、これを開放すべく不断の努力を重ねることでの「人権の

復活」を獲得する意義を求めようとするものであり、単に「福祉の問題」で捉えるのは困

難性があると思っています。

当然のことながら、家賃を払っていただかないと、職員の人件費は賄えないことになり

ますから、互いに努力をして、より好い生活環境を構成して行く必要があります。

入居者からは、働く個々のスタッフに対する批判も正直あります。しかし、それらは時

間と共に解消されなければならないのです。それらを通じて乗り越えて行かなければなら

ないと思っています。

メディアで流れたこともあり、期待の高まりはそれなりに感じ、それだけにしっかりし

た価値基準で対応することが求められているように感じているところです。

今後の態勢作りに意を注ぎたいと思っています。

みなさまの一層のご理解とご支援を

何とぞよろしくお願いします。
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本学同窓会幹事会を開催

例年、社大福祉フォーラムの開催に合わせて、母校同窓会幹事会が開催されています。幹事

会では、県支部長を含む同窓会役員の会議であり、事業報告及び決算、事業計画及び予算、そ

の他重要事項が審議され、決定されています。

今年は６月２８日（土）に開かれ、村上会長等が出席し、発言、審議しました。報告及び計画に

ついては、次のような内容でした。なお、同窓会役員のほかに、理事長、学長、事務方も出席し

ました。

１．同窓会の予算規模は、１１００万円強。委員会活動、会報発行、地方大会及び支部活動へ

の支援、母校及び母校学生への支援、学内学会開催等に支出されている。

２．１０１４年度の事業としては、以下のとおり。

① 委員会を統廃合して、運営委員会と事務局会議（教員組織）を定期的に開催し、同窓会

の運営を円滑に行っていく。

② 同窓会名簿とホームページについては、専門の業者に委託し、効率的な活用を図る。

③ 地方大会及び支部への支援を強化する。北海道の秋季セミナーは「市民公開セミナー」

という位置づけをし、活動費の支援も行う（他県も同様）。

④ 五味基金の有効活用として、支部活動や学生奨学金などへの支出を行う。なお、運営委

員は、欠員があるものの主要３人で担う。

⑤ 母校及び母校学生への支援を引き続き行う。

⑥ 母校法人との協議を積極的、継続的に行っていく。

⑦ 以上を実施していくにあたり、同窓会の運営は幹事会に集中し、日常的な活動の円滑化

のために事務局会議を設ける。このため、それに伴う同窓会規約の改正を行うとともに、今

後も規程等を整備していく。

以上について、幹事会おいて集中審議し、提案の全てを賛成多数で承認しました。

１４年度から３年間の新役員体制も承認され、顧問５人、会長１人、副会長７人、監事２人、運

営委員７人、事務局５人が選出されました。

こののち、各県支部長、顧問等が挨拶も兼ねて現況報告しました。

各県の状況では、首都圏では大きいなりの、地方は小さいなりの苦労があるようです。いずれ

も、なかなか新しい人、つまりは若い人が集まっていません。県レベルでの集まりでは、北海道

のように毎年実施している所は少ないようです。ただ、同窓会を盛り上げようという機運は高まり

つつあります。

それに応えるように、今回の幹事会には、これまでの要望により、①入試の状況や②高校別

入学者状況（本人の諒承を得ている）といった資料が初めて提出されました。

いずれにせよある意味、北海道は同窓会活動においてもパイオニア的存在と云えそうで、今

後とも、みなさんのご協力を得る機会が多くなると思われます。是非ヨロシクお願いします。

みなさんの近況、みなさんが考えていること、また社会福祉等

現場で実践していることを、道同窓会事務局にお寄せください。

随時、「アガペ」（年４回発行）で紹介していきます。

みなさんのご協力のほどを何とぞよろしくお願いします!!


